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⑥市民憲章

広
報7．16 わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858恋0471（85)1111

市
で
は
、
平
成
６
年
４
月
１
日

採
用
予
定
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
下
表
に
よ
る
受
験
査

格
に
加
え
て
、
次
の
要
件
を
満
た

す
身
体
障
害
者
の
人
も
合
わ
せ
て

募
集
し
ま
す
。

①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か

つ
介
謹
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可

能
な
人

てないで未来ｾひらく
あなた創一票

市
職
買
を
募
集

受
け
付
け
は
７
月
帥
日
か
ら
８
月
川
日
ま
で

７
月
咽
日
は
衆
議
院
議
員
選
挙
と

鮒
判
陥
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日

次
の
要
件
を
備
え
、
「
我
孫
子

市
選
挙
人
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
す
。

①
昭
和
蝿
年
７
月
過
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

②
平
成
５
年
４
月
３
日
ま
で
に
我

孫
子
市
に
転
入
届
を
し
た
人
で
、

引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

⑧
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
権
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い
入

な
お
、
平
成
５
年
４
月
４
日
以

降
に
転
入
し
た
人
は
、
我
孫
子
市

で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
に
は
、
前
住
所
地
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
の
で
、
前
住
所
地
の
選

②
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対

応
で
き
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

▼
受
付
期
間
平
成
５
年
７
月
釦

臼
か
ら
８
月
、
日
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
（
土
・
日
噸
日

は
除
く
）
ま
で
に
、
市
役
所
人
事

課
へ
関
係
書
類
を
持
参
し
た
人
に

限
り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
験
手
続
き
試
験
申
込
書
は

第
如
回
衆
議
院
議
員
選
挙
が
７
月
把
日
（
日
・
壬
副
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
選
挙
で
す
。
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
信
任
を
問
う
国
民
審
査
も
、
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
の
順
序
を

間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
Ⅱ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
垂
（
弱
）
１
１
１
１
Ⅱ

挙
管
理
委
員
会
に
確
認
し
て
く
だ

投
票
で
き
る
入
さ
い
。

不
在
者
投
票

人
事
課
で
交
付
し
ま
す
。
希
望
者

は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
自
華
で

記
入
し
、
写
真
２
枚
（
ラ
イ
カ
判
、

上
半
身
無
帽
で
最
近
６
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
も
の
を
、
申
込
書
及

び
受
験
票
の
所
定
の
位
澄
に
ノ
リ

付
け
）
、
卒
業
（
見
込
皇
証
明
書
と

成
繊
証
明
書
（
最
終
学
歴
）
各
１
通

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
消
防
士
、
技
能
貝
、

給
食
調
理
貝
に
つ
い
て
は
、
生
年

①
最
初
に
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
用
紙
（
ウ
グ
イ
ス
色
）
が
手
渡

さ
れ
ま
す
。
候
補
者
の
個
人
名
を

１
名
だ
け
記
入
し
て
、
投
票
し
て

く
だ
き
い
◎

②
次
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
用
紙
（
白
色
）
が
手

渡
さ
れ
ま
す
。
こ
の
用
紙
に
は
、

裁
判
官
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま

す
の
で
、
や
め
さ
せ
た
方
が
よ
い

と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の
上
に
×

印
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
や
め

さ
せ
な
く
て
も
よ
い
と
思
う
裁
判

官
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
、
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
順
序

’
月
日
の
確
認
で
き
る
住
民
票
、
運

転
免
許
証
の
写
し
の
い
ず
れ
か
１

通
。

な
お
、
保
母
ま
た
は
生
活
指
導

貝
を
受
験
す
る
人
は
、
査
格
（
取

得
見
込
曇
を
証
明
す
る
書
類
定

だ
し
、
成
繊
証
明
書
に
よ
り
確
認

で
き
る
場
合
に
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

㈱
①
申
込
書
と
受
験
票
は
切
り
離

さ
な
い
こ
と
②
身
体
障
害
者
の
人

は
、
申
し
込
み
時
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
参
す
る
こ
と

▼
試
験
日
８
月
調
日
（
日
）

平
賦
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
垂
（
理

１
１
１
１
内
線
２
３
２

投
票
日
当
日
に
、
自
分
の
投
票

区
の
区
域
外
で
仕
事
に
従
事
す
る

人
、
病
気
や
出
産
な
ど
で
病
院
に

入
院
す
る
人
に
限
り
、
投
票
用
紙

の
請
求
兼
宣
誓
書
（
不
在
者
投
票

所
で
自
華
）
を
提
出
し
、
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
不
在
者
投
票
所
に
は
立

候
補
者
名
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
７
月
Ⅳ
日
（
土
）
ま
で

▼
時
間
午
前
８
時
訓
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館
南
側
選
挙
管

理
委
員
会
プ
レ
ハ
ブ
事
務
室
（
下

図
参
照
）

▼
持
参
す
る
も
の
認
印
と
投
票

マ

▼採用職種。受験資格（本年度は事務職の採用がありません）
投
票
所
で
の
投
票
事
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
、
投
票
整
理
券

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
万
一
、
紛

失
し
た
り
、
転
居
な
ど
で
お
手
元

に
届
か
な
か
っ
た
場
合
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
当
日
、
該
当
す
る
投

票
所
の
受
付
係
に
そ
の
旨
を
申
し

▼不在者投票所位置図 所
整
理
券

投
票
所
整
理
券

職種 採用予定数 受 験資格

４
９
９
０
４土木 3名

披
術
職Ｉ

一
般
行
政
職

０
０
０
６

Ⅱ
１
１
１
８

恥昭和40年4月2日~昭和47年4月1日生まれで専門課程を終了し
女’た者及び平成6年3月31日までに終了見込みの者

建築 1名

１
０
０
６
０
０

電気 2名

男！昭和36年4月2日～昭和48年4月1日生まれで免許を有する者及
女Iぴ平成6年3月31日までに免許胸¥見込みの者

出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
整
理
券
は
１
枚

の
ハ
ガ
キ
に
４
名
分
が
連
記
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
各
自
切
り
離
し

て
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
整
理
券
は
本
人
以
外
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
他
人
が
使
用

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

投
票
区
が

変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
第
２
投
票
区
（
第
二

小
学
校
）
で
投
票
し
て
い
た
人
の

う
ち
、
岡
発
戸
１
４
１
４
番
地
以

降
・
都
部
４
７
９
番
地
以
降
・
都

部
新
田
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
今

回
の
衆
議
院
議
員
選
挙
か
ら
第
加

投
票
区
〈
湖
北
台
団
地
中
央
集
会

所
（
湖
北
台
７
の
洞
の
卵
）
。
下
図

参
照
〉
に
変
わ
り
ま
す
。

投
票
所
が
変
更
と
な
る
人
は
、

投
票
所
整
理
券
の
裏
面
に
略
図
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

投
票
所
の
変
更

第
９
投
票
区
（
布
佐
中
学
校
）
の

作業撰法士 1名

１
０
０
Ｉ
６
０
０
ｐ
４
８
０
Ｄ
０
０
０
０
０
６
０
０
ｊ
０

昭和38年4月2日～昭和49年4月1日生まれで短・大卒（見込）

以上で心理学系･教育学系社会学系を修めた者、高校卒以上で

2年以上諸神薄弱者の福祉に関する事業に従事した者又は柵神薄

弱者の更生援麓に関し相当の学職経験を有すると罷められる者

（社会福祉主事の炎格を有する者及び平成6年3月31日までに
資格取得見込みの者を含む）

男
・
女

生活指導風 1名

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

女|昭和|40年4月2日~昭和49年4月1日生まれで資格を有する者及
；び平成6年3月31日までに資絡取得見込みの者

男I昭和43年4月2日～昭和5畔4月1日生まれの者で学歴をIMiわない

第
、
投
票
区
は
、
投
票
所
の
名

称
が
布
佐
支
所
か
ら
布
佐
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
変
わ
り
ま
す
。
名
称
だ

け
の
変
更
で
場
所
（
旧
布
佐
支
所
）

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

投
票
所
は
、
体
育
館
の
建
て
替
え

工
事
に
伴
い
、
体
育
館
か
ら
校
舎

内
の
特
別
教
室
へ
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保母 3名

投
票
所
の

名
称
変
更

消防士 4名

》
１
０

技能貝 3名 男I昭和40年4月2日～昭和51年4月1日生まれの者で学歴を問わない

勢昭和認年4月2日~昭和51年4月18生まれの者で学歴を間わない
女！

給食調理貝 若干名

手
変
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
た

手
寅
沼
花
火
大
会
が
我
孫
子
市
、

柏
市
、
沼
南
町
の
合
同
で
今
年
も

行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
交
通
規
制

な
ど
に
つ
い
て
は
次
号
で
活
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
花
火
犬

会
実
行
委
員
会
（
市
商
工
会
内
）
霊

（
理
３
１
３
１
、
ま
た
は
商
工
観

光
課
金
（
錨
）
１
１
１
１
へ

７
月
昭
日
（
日
）
市
民
体
育

館
は
、
選
挙
会
場
の
た
め
野

球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
含
め

全
面
休
館
と
な
り
ま
す
。

市
民
体
育
館
は

全
面
休
館
で
す

日時；8月7日（土)午後7時～8時30分

く雨天｡荒天時は8日(日)または22日(日)〉

場所手賀沼公園沖湖上(我孫子会場） ’
下総基地 米軍機使用絶対反対の



■ 1993.7.16(2)あび
一
》
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固
定
資
産
税
は
市
税
収
入
の
約
溺
智
を
占
め
る
重
要
な
税
金

で
す
。
今
回
は
、
固
定
資
産
税
の
課
税
の
し
く
み
と
、
平
成
６

年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
替
え
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
…
課
税
課

【
税
額
算
出
の
し
く
み
】
郵
錘
蛇
蹄
唖
苛
垂
電
弛
詫
い
る
亜

固
定
資
産
税
は
土
地
や
家
屋
、
こ
の
税
金
の
税
額
算
出
の
し
く

俄
却
査
産
な
ど
の
固
定
査
産
を
所
み
（
左
図
参
照
）
は
、
国
の
定
め
た

有
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
納
め
て
固
定
賓
産
評
価
基
準
に
基
づ
い
て

い
た
だ
い
て
い
る
税
金
で
、
市
税
算
出
さ
れ
た
課
税
標
準
額
に
税
率

固定資産税の

税額決定のし〈 〉 岬
剛
伽
固
定
資
産
税
評
価
替
え
の
年 一

み

定資産評価基準に基づき

価し、評価額を決定する。 ン
=L＝我孫子警察署＝

｜’ ▼
車
両
通
行
止
め

◎
７
月
型
日
（
土
）
。
濁
日
（
日
）

③
～
⑧
．
◎
～
◎
正
午
か
ら
午
後

２
時
へ
⑧
～
⑧
．
◎
～
◎
午
後
６

時
か
ら
、
時

▼
自
転
車
駐
輪
場
霊
日
（
金
）
よ

り
妬
日
（
月
）
ま
で
、
自
転
車
は
マ

イ
ン
第
２
駐
車
場
内
仮
設
駐
輪
場

評価額に特例措霞等の率を掛けて課税標

準額を算出する。湖 北祭り
7月24日出．25日(日）

課税標準額×税率（0．014）＝税額

国道356号懇

■
■
■
■
■
Ｐ
ザ
Ｌ
Ｐ
■
■
■
■
■
ｌ
』

（
１
．
４
計
）
を
掛
け
て
算
出
す
る

方
法
を
採
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

実
際
の
土
地
等
の
取
り
引
き
価
格

は
経
済
情
勢
等
の
影
響
を
受
け
て

常
に
変
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
税
額
算
出
の
基
礎
と
な
る
課

税
標
準
額
は
、
こ
の
土
地
等
の
価

格
の
変
動
を
反
映
し
て
、
３
年
に

一
度
（
俄
却
壷
産
の
場
合
は
毎
年
）

評
価
額
の
見
直
し
を
行
喰
評
価

替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
評
価
額
が
上
が
り
ま
す
｝

平
成
６
年
度
は
こ
の
評
価
替
え

の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成

元
年
に
制
定
さ
れ
た
土
地
基
本
法

の
趣
旨
に
よ
っ
て
地
価
公
示
価
格

な
ど
他
の
公
的
評
価
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
た
め
に
市
内
の
宅
地
で

４
倍
か
ら
６
倍
の
評
価
額
の
上
昇

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
評
価
額
の
上
昇
は
増
税
を
目

的
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
調
整
措

に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
（
塑
日
終

電
車
発
車
後
に
駐
輪
場
の
自
転
車

を
仮
設
駐
輪
場
に
移
送
し
ま
す
）

▼
つ
つ
じ
荘
利
用
者
へ
祭
り
期

間
中
つ
つ
じ
荘
送
迎
バ
ス
の
発
着

は
湖
北
駅
南
口
と
な
り
ま
す
が
運

行
時
間
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぐ
湖
北
祭
り
交
通
規
制
図

日
・
・
■
■
■
■
、
“

二回
I

本部

胡北 ！ 脳

溌
等
が
行
わ
れ
納
税
者
の
急
激
な

負
担
の
増
加
を
抑
え
て
い
ま
す
。

〔
各
種
の
軽
減
措
置
】

現
在
、
住
宅
用
地
に
適
用
さ
れ

て
い
る
課
税
標
準
の
特
例
措
孟
の

割
合
を
一
般
住
宅
の
場
合
、
評
価

額
の
２
分
の
１
を
４
分
の
１
に
、

小
規
模
住
宅
用
地
の
４
分
の
１
を

６
分
の
１
に
拡
充
し
、
適
用
外
の

宅
地
に
も
暫
定
的
特
例
措
置
を
設

け
、
税
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

な
お
、
急
激
な
税
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
実
際
の
税
負
担
の
増

加
率
が
５
許
か
ら
巧
計
位
に
収
ま

る
よ
う
に
負
担
調
整
（
下
表
参
照
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
家
屋
に
つ
い
て

も
耐
用
年
数
を
短
縮
し
、
既
に
建

っ
て
い
る
家
屋
に
対
し
て
は
少
な

く
と
も
３
計
の
評
価
額
の
減
額
が

行
わ
れ
ま
す
。

課
税
課
で
は
こ
う
し
た
軽
減
措

置
を
加
え
な
が
ら
評
価
替
え
の
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

画
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
（
返

新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事
請
負
契
約
を
す
る
た
め

圃
字
の
区
域
及
び
名
称
変
更
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
中
峠
地
区
の

一
部
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
に
よ
る
字
の
名
称
変
更
に

平
成
５
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会

平
成
５
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
は
６
用
８
日
か
ら
烈
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
（
仮
）
新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ

ー
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
８
議
案
と

第
１
回
市
議
会
か
ら
の
継
続
審
査
１
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
議
案
を
鱗
嶢
可
決

作
業
終
了
後
に
実
際
の
数
字
を
使

っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぐ
宅
地
に
つ
い
て
の
負
担
調
整
措

置伴
う
関
係
条
例
の
整
備

圏
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
消
防
体
制

の
強
化
に
伴
う
職
員
定
数
の
改
正

画
県
市
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設

置
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協
識
に
つ
い
て

関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す

川の水を大切に
私たちが毎日、飲んだり手を洗っ

たりする水は、川の水が多く使われ

ています。万一、川の水が変色して

いたり、変な臭いがするなど異粥を

感じたら、すぐにご連絡を。

’連絡先環境保全課公害対策係ｑ
３
叩
４

諾華誰謙譲辮辮

〆－、

▼
利
用
で
き
る
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

子
供
会
壷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
い

ず
れ
も
学
区
内
の
児
童
）

▼
申
し
込
み
７
月
型
日
（
水
）
ま

で
に
所
定
の
用
紙
（
各
学
校
に
有

り
）
で
小
学
校
へ

▼
利
用
時
間
午
前
９
時
か
ら
正

午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

※
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
高
校
生

以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

育
課
云
（
露
）
１
１
５
１

る
た
め

⑨
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
都
市
下
水

路
の
規
定
を
削
る
と
と
も
に
青

山
・
泉
処
理
場
の
廃
止
、
公
共
下

水
道
使
用
料
の
額
を
改
正
す
る

囮
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
市

立
布
佐
中
学
校
屋
内
運
動
場
増

改
築
工
事
（
本
体
工
事
）
の
請
負

契
約
を
締
結
す
る
た
め

囮
財
産
の
取
得
市
立
小
学
校

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
に
伴

い
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
用
機
器
の

導
入
の
た
め

画
損
害
賠
償
額
の
決
定
公
用

車
の
事
故
に
係
る
額
の
決
定

園
市
道
路
線
の
廃
止
認
定
錯

誤
の
市
道
路
線
を
廃
止
す
る
た
め

小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

暑
い
夏
、
ブ
ー
ル
で

～ﾉ

市
で
は
、
毎
年
９
月
に
高
齢
者
年
９
月
２
日
か
ら
同
”
年
９
月
１

の
長
寿
を
祝
喰
敬
老
祝
金
と
祝
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

品
を
お
贈
り
Ｌ
そ
い
ま
す
。
◎
叩
歳
以
上
の
人
…
２
０
０
０
円

今
年
度
新
た
に
対
象
と
な
る
人
大
正
２
年
皿
月
幻
日
以
前
に
生
ま

に
は
申
誌
蜜
等
を
送
付
し
ま
し
た
れ
た
人
。
た
だ
し
配
歳
・
卵
歳
の

の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

医
療
費

さ
い
。
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に

申
請
済
み
の
人
は
新
た
に
申
請
す

通
知

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
対
象
者
で
申
請
書
等
が

届
い
て
い
な
い
人
は
高
齢
者
福
祉
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度

課
ま
重
）
連
絡
く
だ
さ
い
。
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
国

▼
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
市
民
健
康
保
険
で
受
診
さ
れ
た
人
に

内
に
引
き
続
き
５
カ
月
以
上
居
住
次
の
と
お
り
医
療
費
の
通
知
を
行

し
、
次
に
該
当
す
る
高
齢
者
い
ま
す
。

〈
敬
老
祝
金
〉
こ
の
通
知
は
、
健
康
づ
く
り
の

◎
万
歳
の
人
・
・
。
１
万
円
大
正
４
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

年
９
月
２
日
か
ら
同
５
年
９
月
１
も
の
で
、
受
診
抑
制
が
目
的
で
は

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
卵
歳
の
人
…
１
万
２
０
０
０
円
必
要
な
と
き
は
十
分
な
治
療
を

明
治
諏
年
９
月
２
日
か
ら
同
調
年
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

９
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
治
療
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
昭
歳
の
人
…
２
万
円
明
治
猫
な
お
、
老
人
保
健
で
受
診
さ
れ

〆敬
※
第
１
土
峨
日
の
午
後
、
第
２
土

醗
日
・
日
曜
日
を
除
く

司
開
放
校
・
期
間
（
８
月
）

老
祝
金
・
祝
品
を
贈

新
た
に
対
象
と
な
る
人
は
申
請
を

医
療
費
の

通
知
を
し
ま
す

へ旱
人
は
除
き
ま
す
。

〈
敬
老
祝
品
〉

◎
犯
歳
か
ら
氾
歳
の
人
…
大
正
３

年
１
月
１
日
か
ら
同
狸
年
理
月
誕

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
申
請
期
限
７
月
帥
日
（
金
）

▼
贈
呈
方
法
祝
品
は
各
地
区
担

当
の
民
生
委
員
が
直
接
お
届
け
し

ま
す
。
祝
金
は
銀
行
振
込
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課Ｉ|ル

－…|｜」’

＃
雪
睦
憂

D5

成田→

’

⑧銀行

｢

平成6年度から8年度までの各年度分の固定溌産税は次の

計算式で計算されます。

前年度の課税標準額×負担調整率×税率＝当年度の税額

※下表は一定の前提のもとで計算した場合の試算表です。

区分

（

住宅用地
の場合

漉穀繊合）

bユL■ロー詞

肝価額の上昇割合

3.6倍以下

3.6倍を超え、4.8倍以下

4.8倍を超え、6.75倍以下

6.75倍を超え、15倍以下

15倍を超えるもの

負担鯛整率

1．05

1.075

1．1

1．15

1.2

小
学
校
プ
ー
ル
の
開
放

布
佐
南
小

２
日
～
鴫
日

湖
北
台
西
小

湖
北
小

５
日
～
晦
日

小
学
校
名

期
間

布
佐
小

３
日
～
岨
日

新
木
小

５
日
～
週
日

湖
北
台
東
小

２
日
～
週
日

商
野
山
小

６
日
～
肥
日

並
木
小

２
日
～
蝿
日

根
戸
小

６
日
～
週
日

第
四
小

４
日
～
週
日

第
三
小

６
日
～
略
日

第
二
小

２
日
～
咽
日

第
一
小

９
日
～
肥
日

（
脚
日
を
除
く
）

小
学
校
名

期
間

(~涯居襄宗羅蒔譽謹事票~）

自凹幽匡現地立入り

詞宮にご協力壱

そ
の
た
め
市
で
は
、
白
山
地

区
の
現
地
立
入
り
調
垂
を
行
い

調
査
後
に
プ
レ
ー
ト
板
の
取
り

付
け
や
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。

▼
調
査
区
域
白
山
１
丁
目
か

ら
３
丁
目

▼
調
査
期
間
７
月
四
日
（
月
）

か
ら
８
月
凱
日
（
火
）

▼
鯛
査
事
項
＊
住
居
表
示
台

帳
と
現
地
の
家
屋
と
の
位
種
の

照
合
＊
各
種
表
示
板
の
破
掘
、

ア
パ
ー
ト
等
の
名
称
及
び
住
居

者
姓
名
の
確
認

▼
調
査
員
市
の
城
員
ま
た
は

白
山
地
区
は
、
住
居
表
示
制
市
の
委
託
業
者
（
不
審
な
点
が

度
を
実
施
し
て
か
ら
聖
年
が
経
あ
り
ま
し
た
ら
身
分
証
明
醤
の

過
し
、
住
居
番
号
表
示
板
、
町
提
示
を
求
め
て
く
だ
さ
じ

名
表
示
板
の
破
捜
や
脱
落
、
老
▼
問
い
合
わ
せ
コ
ミ
一
三
テ

朽
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ィ
課
住
居
表
示
係

3

月

平
成
５
年
皿
月
か
ら

ｎ
月
ま
で

平
成
６
年

1

月

平
成
５
年
８
月
か
ら

９
月
ま
で

11

月

平
成
５
年
６
月
か
ら

７
月
ま
で

９
月

平
成
５
年
３
月
か
ら

５
月
ま
で

7

月

’
平
成
４
年
廻
月
か
ら

５
年
２
月
ま
で
’

通
知
時
期

診
療
月
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「
一
易
仕
事
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
え
る
こ
と
が
、
と
て

も
楽
し
い
」
と
語
る
。

３
年
前
の
哩
月
、
ミ
ス
マ
ガ
ジ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
、
見
事

に
グ
ラ
ン
プ
リ
の
座
を
射
と
め
、

ア
ッ
と
い
う
間
に
グ
ラ
ビ
ア
デ
ビ

ュ
ー
。
「
家
族
み
ん
な
が
喜
ん
で

く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

持
ち
前
の
明
る
さ
と
健
康
美
を

い
か
し
、
若
者
に
は
〃
フ
ー
ミ
ン
〃

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
人
気
を
得
て

い
る
。
小
さ
い
頃
か
ら
〃
女
優
″
に

あ
こ
が
れ
、
そ
の
目
標
に
向
か
い

大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

湖
北
台
東
小
か
ら
湖
北
台
中
に

進
み
『
中
学
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
熱
中
。
多
感
な
加
代
を
自
然

鐸鍾鶏灘鶏鶴慧朧
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

｡

■ ■少年少女工作教室
函
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

「
少
年
少
女
工
作
教
室
」
は
、

今
年
で
９
回
目
。
〃
陶
芸
″
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
の
ひ

と
こ
ま
を
花
瓶
や
カ
ッ
プ
づ
く
り

で
過
ご
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
小
学
校
４
年
生
以
上
中

学
生

▼
募
集
人
員
訓
名
（
先
瀬
順
で

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
費
１
人
１
０
０
０
円

（
材
料
代
）

ぐ
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
に

に
恵
ま
れ
た
我
孫
子
で
過
ご
せ
た

こ
と
は
い
い
思
い
出
に
…
。
デ
ビ

ュ
ー
直
前
ま
で
利
根
川
沿
い
に
あ

る
市
民
体
育
館
に
通
い
、
「
心
と

体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
た
頃
が

な
つ
か
し
い
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
感

傷
的
。
今
、
一
番
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
小
学
校
５
年
か
ら
醤
き

、

続
け
て
い
る
日
記
。
文
章
を
書
く

こ
と
が
好
き
で
芸
能
界
に
入
っ
て

か
ら
も
忙
が
し
い
仕
事
の
合
い
間

を
見
つ
け
て
は
、
そ
の
日
の
思
い

出
を
日
記
に
書
き
し
る
し
て
い
る
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
ゞ
昨
年
、

「
ふ
み
え
の
ひ
と
り
言
」
と
題
し
、

初
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
出
版
し
た
。

現
在
、
Ｚ
ン
テ
レ
ビ
「
三
枝
の

タレン卜

|諭、ふみえさ々
(湖北台出身）

愛
ラ
ブ
ノ
曝
笑
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

日
本
テ
レ
ビ
「
ス
ー
パ
ー
ジ
ョ

ッ
キ
ー
」
な
ど
週
蝿
本
の
レ
ギ

ュ
ラ
ー
番
組
を
抱
え
、
テ
レ
ビ

の
司
会
や
ド
ラ
マ
に
出
演
。
女

優
と
し
て
の
道
を
確
実
に
歩
ん

で
い
る
。
一
方
、
歌
手
と
し
て
、

７
月
に
３
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
「
だ
つ

こ
し
て
チ
ヨ
」
を
発
表
す
る
な

ど
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
る
。

機
会
が
あ
れ
ば
「
声
優
の
仕

事
も
し
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

「
今
は
、
い
い
仕
事
に
恵
ま
れ
、

毎
日
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
人
に
接
す
る
心
、
思
い
や
り

の
心
を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も

自
分
を
磨
い
て
い
き
た
い
」
と

控
え
め
に
語
る
中
に
確
か
な
存

在
感
を
感
じ
さ
せ
る
。
虹
歳
。

～

、
豊
か
な
自
然

、

友
だ
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

"

学
校
へ
行
け
な
い
で
悩
ん
で
い

る
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
。

自
然
の
中
で
新
し
い
仲
間
と
一

緒
に
生
活
し
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
し
な
が
ら
自
分
を
鍛
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
８
月
調
日
（
且
か
ら
誕

日
（
火
）
、
２
泊
３
日

▼
場
所
あ
す
な
る
の
里
（
茨
城

県
水
海
道
市
） 、

、

▼
対
象
市
内
小
・
中
学
校
に
在

籍
し
、
学
校
へ
行
け
な
い
で
悩
ん

で
い
る
児
童
・
生
徒
（
原
則
と
し

て
小
学
４
年
生
以
上
）

▼
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保
謹

者
名
を
明
記
し
、
７
月
訓
日
（
金
）

ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委

員
会
指
導
課
壷
（
蓮
１
１
５
１
へ

道
端
や
荒
れ
地
で
ノ
ゲ
シ
や
オ

ニ
ノ
ゲ
シ
を
よ
く
み
か
け
る
。

あびこ〆一⑤ ､一、
「

’
妙

オ
ニ
ノ
ゲ
シ
は
、
草
が
密
薬
し

た
場
所
を
好
ま
ず
、
土
が
や
や
む

き
出
し
に
な
っ
た
所
に
多
く
生
育

す
る
。

「
オ
ニ
」
と
い
う
の
は
、
葉
の
縁

が
鋭
い
刺
に
な
っ
て
い
て
触
れ
る

と
痛
く
、
荒
々
し
い
感
じ
が
す
る

こ
と
か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
で
あ
る
。

葉
の
鋭
い
刺
は
ア
ザ
ミ
の
仲
間

を
思
わ
せ
る
が
、
葉
や
茎
を
傷
つ

お年寄り

や障害者の外出をお手伝い
オニノゲシ ？

（ ）福祉カー「ゆうあい我孫子号」のご利用を
(きく科）

ノ

け
る
と
白
い
乳
液
が
出
る
の
で
、

タ
ン
ポ
ポ
に
近
い
種
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
茎
の
頂

き
や
枝
先
に
咲
く
花
は
董
色
で
、

舌
状
花
だ
け
の
集
ま
り
で
あ
る
。

花
は
午
前
中
だ
け
開
き
、
午
後

に
な
る
と
し
ぼ
む
性
質
が
あ
る
。

花
が
終
わ
ゎ
虻
果
実
が
で
き
る

頃
に
は
、
冠
毛
と
呼
ば
れ
る
白

い
綿
毛
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

ま
た
茎
を
切
っ
て
見
る
と
、

中
は
ノ
ゲ
ン
と
同
様
、
空
洞
に

な
っ
て
い
る
。

一
易
草
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

で
、
明
治
時
代
に
渡
来
し
た
が
、

今
で
は
す
っ
か
り
日
本
国
鋳
を

得
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

市
で
は
、
障
害
を
持
つ
方
や
お

年
寄
り
の
方
が
、
気
軽
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
旅
行
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
参
加
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
〃
福
祉

カ
ー
″
（
リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車
）

「
ゆ
う
あ
い
我
孫
子
号
」
〈
写
真
〉

を
用
意
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

無
料
で
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

夏
休
み
も
間
近
で
す
。
ご
家
族

で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
方
市
内
に
住
所

が
あ
り
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る

方の
心
身
障
害
者
（
児
）
お
よ
び
高

齢
者
並
び
に
そ
の
家
族

②
社
会
福
祉
団
体
お
よ
び
社
会
福

祉
施
設

③
社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
貸
出
料
無
料
た
だ
し
、
使

用
し
た
燃
料
は
、
車
を
返
す
と
き

に
同
量
を
補
給
。

▼
貸
出
期
間
３
日
間

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
障

害
福
祉
課
障
害
福
祉
係
垂
（
顕
）
１

１
１
１
内
線
３
８
４
．
３
５
０

■■■■■~P

日程

8月5日(木）

8月6日(金）

8月18日(水）

･β月26日（木）

時間

10：00～15：00

13：00～16：00
●

10：00～15：00

10：00～11：30

内容

制作

制作

絵付

鑑賀･作品鋤『

■

４
歳
か
ら
加
歳
く
ら
い
ま
で
市
民
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
の

の
〃
ち
び
っ
子
″
集
ま
れ
／
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
へ
下

表
の
日
程
で
「
夏
休
み
お
た
の
し

み
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
＊
大
型
影
絵
：
や
ま
な

し
も
ぎ
＊
紙
芝
居
・
・
・
こ
れ
は
の

み
の
び
こ
＊
素
話
＊
指
遊
び

等
（
３
会
場
と
も
同
じ
内
容
で
す
）

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
壷

〈
盤
）
１
１
１
０

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日程 時間 場所

7月20日

(火）
第1回13：30～14：15
第2回15：00～15：45

7月22日

(木）

7月23日

(金）
第1回13：30～14：15
第2回15：00～15：45

市民会館
館4．5会縦室

51回11

32回13
§3回15

00～11

30～14

00～15

５
５

４
１

：45

図書館
布佐分館
第1会議室

湖北地区公民館
第1学習室

鯵鯵

瀦鯵
鯵鯵
鯵鍍

灘瀦

雲鯵
全N

簔鯵

一

市
で
は
、
「
手
蛮
沼
の
水
質
調
枩
の
ほ
か
、
観
測
当
日
の
天
候
や

結
果
」
（
写
真
）
の
報
告
書
を
ま
と
気
温
を
含
め
た
９
項
目
を
週
１

め
ま
し
た
。
回
の
割
合
で
調
査
し
た
結
果
で

こ
の
調
査
は
、
開
発
に
伴
い
、
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
手
寅
沼

汚
濁
が
進
ん
だ
手
賀
沼
の
水
質
の
の
水
寅
管
理
や
水
質
浄
化
対
策

実
態
を
継
続
的
に
把
握
す
る
た
め
、
に
と
っ
て
、
非
常
に
大
切
な
麦

昨
年
の
４
月
か
ら
１
年
間
か
け
て
箒
料
と
な
り
ま
す
。

市
が
独
自
に
行
っ
た
も
の
。
こ
の
報
告
番
を
希
望
す
る
方

報
告
番
は
Ｂ
５
判
、
皿
ペ
ー
ジ
に
睦
環
境
保
全
課
で
無
料
配

で
手
づ
く
り
。
水
蜜
の
状
況
を
表
布
し
て
い
ま
す
。

す
透
視
度
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課

ｂ
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’
’水稲への農薬空中散布可

す 7月1日号(5)面でお知らせし

た社会を明るくする運動駅頭広報

活動の日程（7月8･9日）は都

合により7月20日(火)、21日（水）

に変更になりました。

シ問い合わせ厚生課

桜曰程7月19日(月)…･手賀沼沿

い水田、20日(火)･･･利根川沿い水

田(午前4時30分から8時30分頃）

※雨天、強風の場合は順延します。

似散布中の注意①散歩・ジョギ

ング等は散布区域をさけ、区域内

水田に入らないように②散布区域

隣接地にお住まいの方は戸を締め、

洗濯物は散布後干してください。

世問い合わせ躍政課

伝日時・場所毎週金曜日午前11

時から午後1時…柏市民体育館、

毎週火曜日午前10時から正午…柏

の葉コミュニティ体育館

し問い合わせ大島壷(64)5560

ー

ー

や
が
角

’ ’や
ん

！

7月1日号(2)面でお知らせし

た八坂神社祭礼に伴う交通規制の

日程(7月17．18日)は、都合によ

り7月24日(土)、25日(日)に変更

になりました。

仁問い合わせ立澤壷(82)0595

’ ’

倖日時・場所7月30日(金)午前

9時30分から正午・午後1時から

午後3時30分、湖北地区公民館

※当日は、ディズニー等のアニメ

映画上映会（午前10時・午後2時

の2回）やゲーム・抽選会を行い

ます。（費用無料）

し問い合わせ厚生課

⑮⑤⑭圃亀
▼社会福祉事業基金にと木下恵様

（中峠）から1万円、香取明様．
かずも0ち

香取一様（布佐）から3万円、

故山際げん様のご遺族野口澄夫様

（若松）から香典の一部10万円の

寄付がありました。

▼(株)木村屋總本店柏工場様から

精神薄弱者更生施設みどり園にと

社内のミルク募金活動による収益

金3万8792円の寄付がありました。
▼むだの会様よりふるさと手賀沼

ふれあい計画推進臺金にとあやめ

まつりの収益金9710円の寄付があ

りました。

▼社会福祉協議会へ福祉のために

と布佐新緑まつり実行委員会様か

ら1万3571円、太子会我孫子支部

様から2万5898円、湖北台団地自

治会様から10万円、我孫子ゴルフ

協会様からチャリティーゴルフの

収益金6万850円、田島修様（つ

くし野）から車イス1台、河端ま

ず子様（若松）からぬいぐるみ90

余点の寄贈がありました。

lli

し期間7月20日(火)から8月31

日(火)､（7月25日(日)は市民水泳

大会のだめ休止、雨天の場合は8

月1日(日)にI1偵延）

惨場所手賀沼公 園内

公時間①午前9時から11時②正

午から午後2時⑧午後2時30分か

ら4時30分(1日3回入れ替え制）

④専用貸し切り午後5時から7時

し料金中学生以下50円、高校生

以上100円、専用貸し切り5000円

※幼児及び小学生は高校生以上の

方が同伴のこと。

シ問い合わせ（期間中）市民プ

ール壷(83)0300

子ども料理教室
1

16金
〃税務相談＝市民相談室10:00～15?00(予約制）
〃酒害相談＝保健センター13:30～15:30

唖
鰯
フ
月
鰯
溌

世

撫
溌
》

（
鏑
》
》
蝉
壷
《
Ｕ

遠苑納涼大会

社会を明るくする運動
の日程を変更

家庭婦人バスケットボール
金 曜クラブ会員

女臓舗術瀧会受瀧
蝦繍詫鼈'灘臺

献血にご協力を’
;篝晶曇誇り亀拝

市民ゴルフ大会

〃

国民職写真ｺﾝｸー ﾙ|悶

ｵープン
手賀沼親水広場
「簡易水質試 験」

市民ソフトボール大会
くらしと物価通信講座生

日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ丑(85)1313

夏休み木工教室
r 手作り本立て」

17土

18⑧

19月

20火

21水

22木

23金

24土

ZSe

2⑰月

27火

28水

29木

30金

31土

・市役所閉庁(一部の施設は除く）
〃少年の日

－日曜当番医＝テレホンサービス〃市民体育館休館
”休日鱸歯科識日=休日鱸歯科診銅(而民会箆内)9:00～11:30
〃結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00〃家庭の日

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

‘室.市民図蜜館･鳥の博物館･つつじ荘・西部福祉センター休館

ﾛ法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

｡

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

・日曜当番医＝テレホンサービス
童休B撒急歯科診爵日=休日栽急鬮科診鼠所(市民会鬮内)9:00～11:30 ’
壷人権・行政椙鮫＝市民相醗室10:00～15:00
‐心配ごと相岐＝市佐市民センター本館9:00～15:00
－水道料金納入期限＝頚余口座娠替白＝市民体育館体I
壷市民固露館・馬の博物館・つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

・つつじ荘休館
〃西部福祉センター休館

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
画アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～15:30

〔夢国民年金保険料納期限＝口座振替日

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

ﾖ画霞に墓つく関係鴎の縦覧
ｼﾙー 人材ｾﾝﾀー 会員

手貢沼船上視察
(石けん利用キャンペーン）

|鴫障害児の鵜,楯蝋

我孫子市国際交流協会(AlRA）
日本語講師養成講座 国民平和大行進

我孫子コース参加者

危険物取扱者保安講習
グﾗｳﾝドゴﾙﾌ参加者


